歴史地震研究会　2010～2011年度　第3回幹事会

（2011年6月6日　16時～18時30分　地震予知総合研究振興会にて）

出席者：北原・武村・諸井・松浦・矢田・卜部・林・小松原

Ⅰ　新潟大会準備に関して

1） 公開講演会

1-1.　17日の公開講演会のタイトル・開催形式・案内チラシ・ポスターなど

講演会のタイトルは

「歴史地震から防災を考える

-東日本大震災を踏まえて-」

とする．

開催形式は歴史地震研究会・新潟大学共催とする(確認事項)

案内チラシ・ポスターは，200～300字の趣旨説明を入れるものと入れないものを作る．趣旨説明の文章は武村副会長が作成し，幹事会で検討する．

1-2.公開講演会の発表タイトル・時間配分など

発表タイトルの基本は4月の宍倉案(下記のとおり)とし，多少の改変は可とする．

公開講演会のスケジュールは以下の通りとする．

9月17日　（13:30～17:00）

来賓挨拶5分　主催者挨拶・趣旨説明5分　

ⅰ. 宍倉正展：「貞観津波と東北地方太平洋沖地震津波」40分　（13:40～14:20）

ⅱ. 松浦律子：「日本海沿岸での過去の津波災害」30分　（14:20～14:50）

20分休憩

ⅲ. 矢田俊文：「明応地震の津波被害と高田地震の地盤災害」30分　（15:10～15:40）

ⅳ. 卜部厚志：「新潟地震の液状化と中越地震の地盤災害」30分　（15:40～16:10）

10分休憩

討論　40分　（16:20～17:00）

・宍倉氏の発表では歴史地震の重要性を強調してもらう

来賓挨拶は理事・災害復興科学研究所所長，副所長など誰か新潟大学の適当な人にお願いする．

確定したら6月の教授会で承認を受けることになる．

1-3.報道対応

・NHK名古屋から歴史地震の紹介をする番組作りの話が来ている．公開講演会の予定が確定したら矢田委員長から連絡する．

・マスコミ宣伝：大学からは記者クラブに情報を提供するのみ．行事委員の個人的なつながりで適宜報道機関に連絡．

・県・市に後援を求めるには1ヶ月半前までに申請する必要あり．煩瑣さを考慮して申請するか否かを決める．

· 地震学会に後援申請する（林広報幹事）．

· 第四紀学会に情報提供をする（林広報幹事）

2） 研究発表会等プログラム

最終的に40件の発表申し込みが来ている．以下の時間配分とする．

16日

10:00～12:00　（8件）

昼休み

13:00～14:00　ポスターセッション

14:00～15:45　（7件）

休憩

16:00～17:45　（7件）

18:00～19:00　総会

17日

8:30～10:00　（6件）

休憩

10:15～11：45　（6件）
プログラム編成は宍倉行事委員に一任する．（小松原から伝える）

アルバイトは2人×2日間とする．時給1000円とする．

3） 巡検

9月18日　8:30新潟駅南口出発・16:30直江津解散後新潟帰着で時間を組む．

昼食の場所と細かなコースは矢田委員長・卜部委員に一任する．参加費は食事込みで1人6000円とする．

4） 新潟大学附属図書館の公開展示

· 9月から2ヶ月にわたって新潟大学附属図書館主催で駅南キャンパスにて歴史地震展を開催する．(矢田行事委員長)

· 大会中の2日間は多めの資料展示を行う．

· 場所はポスター展示スペースと同じ部屋を用いる．(ポスター展示スペースは十分あり)

5） 9月17日の懇親会

懇親会は18時開始にする．

1人5000円，学生割引は3000円とする．立食形式とする．

招待者について：少人数ならば食事人数分を減らすだけでよい．

飲み放題は1人2500人；＋食事は1500円コースや3500円コースの組み合わせで適宜組み合わせる．詳しくは卜部行事委員に一任

懇親会の司会：松浦幹事

挨拶は矢田行事委員長

後の締め：武村副会長

6） 総会

議長は松浦幹事が人選し，直接お願いする．

総会資料（総務・会計資料など）は次回幹事会で諮る．

7） そのほか

現段階での行事参加申請者状況を幹事に送ること(小松原より)

Ⅱ　会誌編集状況

・現在23ページ確定，総計100p程度まで薄くなると予想される．6月末に編集完了予定．7月中には出版可能予定．

・地震後に紙や印刷代が値上がりしている状況にあるため，ページ減少分を考えると例年並みの印刷出版費になる可能性大．(以上松浦編集幹事)

· 昨年版は6月6日からHPにアップした（林広報幹事）．

Ⅲ　入退会者

国土技術政策総合研究所・菅野眞由美氏が退会申請

水木千春氏（北大）・磯田道史氏（茨城大）・杉本めぐみ氏（地震研究所）・櫻井成昭氏（大分県立図書館）・添田仁氏（神戸大）・外岡慎一郎氏（敦賀短大）の6名が入会申請

全員の入退会を承認，会員数227名に

新入会員には新会誌を送る．

外岡氏は25号の購入を希望しているので，小松原からバックナンバー1冊を送り，会誌代を振り込んでいただくように求める．

1人の会員より自分が在籍しているか否かを確認したいという問い合わせあり．松浦幹事・諸井幹事が状況を調べて小松原が本人に連絡する．

Ⅳ　2012年度大会準備状況

横浜市史資料室・吉田律人会員が大会企画案を作成．吉田会員が行事委員を担当してくださる予定．

会期は2012年9月14日～16日（金曜～日曜）とする．

横浜市内で半日程度の巡検を企画．

会場は横浜開港資料館にて．（定員80人）

公開講演会は横浜開港記念館で開催する（研究発表会と講演会で場所を移す）

首都圏形成史研究会と共催にしてほしいという要望．

地質学会と日程が重なっても仕方ない．

Ⅴ　大船渡市への募金について

・永井久一会員から，2006年大会で大船渡市に大変お世話になったことに対する謝意・お見舞いを形で示したいとの意見があり，その是非を議論した．

・北原会長が大船渡市役所を訪ね，歴史地震研究会名を添えて義捐金をお渡ししてきたので既に不義理とはいえないのではないか．

・会員各人が各人の状況に応じて支援してきている．

· 額が少ないと仕方ない．

などの理由により，これから特別な募金活動を研究会として行うことはしない．

· 以上の議論を永井会員に意見を受け取った小松原が報告する．

Ⅵ　次回幹事会

8月29日(月曜)16時より地震予知総合研究振興会にて開催

・大会プログラムは宍倉行事委員が組み，適宜ＨＰなどに掲載する．

・8月10日までに地震学会NLにプログラムを提出すること．

· 次回幹事会では総会資料案を小松原が作成し議論する．

· 2012年度行事担当予定の吉田氏に次回幹事会参加の声をかける（担当武村副会長）

